
 

 

 

 

 

  

県では、多面的機能支払交付金（以下、「本交付金」と

いう）による取組がより効果的に実施されるよう、外部

の有識者の方に取組状況などの点検・評価をしていただ

く第三者委員会（交付金の検討委員会）を毎年度開催し

ています。 

 令和２年度より、これまで別々で開催していた本交付

金と中山間地域等直接支払交付金（以下、「中山間直払」

という）の第三者委員会を統合し、両交付金を活用した

取組を俯瞰的な視点で点検・評価していただけるよう「島根県 

中山間地域等直接支払交付金・多面的機能支払交付金検討委員会」に再編しました。 

 新たな第三者委員会として初めての検討会を、令和３年３月１９日（金）に奥出雲町の鳥

上コミュニティーセンターで開催しました。県の担当者から、県内の取組状況のほか、県内

の取組事例などを説明し、委員の皆様からご意見をいただきました。 

 また、同日に奥出雲町の中山間直払の集落協定、本交付金の活動組織「鳥上地区農地・水

・環境保全管理協定」との意見交換・現地視察を行いました。活動組織の方からは活動を始

めたきっかけ、主な活動内容、今後の課題などをお話しいただき、委員の皆様との意見交換

をしていただきました。 

主な内容は、次のとおりです。 

【委員からの意見等】 

〇検討会 

・県が進めている広域化については、広域化による組織

のメリット、デメリットなどを地域の実情に合わせて

説明する必要がある。 

 ・５年後、１０年後どうなるかが心配。地域のリーダー 

がいることが重要。地域をどのように守っていくか、 

両交付金をうまく活用して考えていかなければならない。 
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〇意見交換会 

 ・奥出雲町は環境にも恵まれ、町のサポートもある。成功事例を分析して、優良事例を他

地域へ広げてほしい。 

 ・集落での活動だけでなく、集落間で連携して活動できると良い。 

島根県では、第三者委員会でいただいたご意見を、今後の本交付金の推進に役立ててまい

ります。 

また、今年度も活動組織の皆様からのご意見をいただきながら、本交付金の取組がより良

いものになるよう推進していきますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

令和３年度改正のポイント 

加算措置が創設されます 

〇水田の雨水貯留機能の強化（田んぼダム）の推進 

「田んぼダム」とは、大雨時に河川や水路の水位の急上昇を抑えることで下流域の湛水被害リス

クを低減させることを目的に、水田の落水口に流出量を抑制するための排水調整板を設置する等し

て雨水貯留能力を人為的に高める取組み。 

【加算措置の要件】 

① 事業計画の変更 

市町村が策定する水田貯留機能強化計画に基づいて、 

資源向上支払（共同）の活動項目「48 水田の貯留機能 

向上の活動」または「55 防災・減災力の強化」の取組 

として田んぼダムを実施すること。 

② 実施面積 

事業計画期間中に、資源向上支払（共同）の交付を受ける田面積全体のうち、5 割以上 

（広域活動組織の場合は、加算措置に取り組む集落ごとに交付を受ける田面積全体の 5 割以

上）で田んぼダムを取り組むこと。 

  【加算単価】  

   資源向上支払（共同）の加算単価（円/10a） 

  加算単価 

 田 400 

      

 

活動内容が拡充されます 

 〇鳥獣被害防止対策の強化 

  「53 農地周りの環境改善活動の強化」が今年度から「53 鳥獣被害防止対策及び環境改善活動

の強化」となり活動内容が拡充されます。 

   これまでの活動に加えて、「鳥獣緩衝帯※1 の整備・保全管理」も対象となります。 

※1 鳥獣被害防止特措法に基づき、市町村が策定する鳥獣被害防止計画に基づく活動の中で設置されたもの等 

注 1)加算対象面積は、対象農用地 

面積のうち田面積全体です。 

注 2)要件を満たす限り、加算措置は 

次期の事業計画期間においても適

用されます。 
※本支払の活動を５年以上実施、または長寿命化のための活動に

取組む地区は加算単価に 0.75 を乗じた額となります。 



 

 

 今回は、令和元年度から農地維持・資源向上(共同)に取り組まれている「農業保全がんばり隊」(松

江市)の「お便り」をご紹介します。 

  

活動事例紹介 



 

 

～多面的機能支払交付金に関することは～ 

◆島根県農地・水・環境保全協議会 

〔事務局〕水土里ネット島根 

  Tel 0852-32-4141 Fax 0852-24-0848 

http://www.nouchimizu-shimane.jp 

◆島根県農林水産部農林水産総務課 農山漁村振興室     Tel 0852-22-5119 

http://www.pref.shimane.lg.jp/industry/norin/nougyo/kojo_taisaku/ 

◆又は最寄りの各市町村担当課までお問合わせ下さい。 

令和 2 年度で活動期間が終了し、今年度取組みを継続される活動組織の皆さんは、新たな 5 年間の

活動計画を策定し、市町村に 6 月末までに申請してください。 

活動計画書の様式は、協議会ホームページに掲載していますのでダウンロードしてお使いくださ

い。 

★協議会事務局では活動計画書作成をサポートしています★ 
  構成員名簿と、長寿命化を取り組まれる組織は 5 年間の計画をご用意ください。 

今までの計画書を基に一緒に申請に必要な書類を作っていきましょう。 

連絡先０８５２-３２-４１４１ 協議会事務局 深田まで 

 
 
 

 
 
全国で、令和 2 年度多面的機能支払交付金の共同 

活動中に発生した事故の報告が 116 件ありました。 

 被災状況は、死亡事故が 1 件、転落・転倒による 

被災が 44 件、草刈機等への接触による被災（主に 

創傷）が 33件などでした。 

 また、保険に加入していなかった事故が 3 件あり 

ました。 

 作業をする場合は、細心の注意を払うとともに、 

複数人で作業をするなど、安全対策に心がけてくだ 

さい。 

 また、活動を行う前には必ず保険に入りましょう。 

 （交付金から支払いが可能です。） 

ネットワーク通信第 128 号に同封しました「共同活動の安全のしおり」を参考に、作業前に皆さん

で安全対策について再度確認をお願いします。 

 

※万一、作業中に事故が発生した場合は、第一報を市町村担当者に連絡してください。 
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～担当者の声～ 

私も年度末に組織の方と一緒に報告書作成をしましたが、皆さん報告書が出来上がると、明るい顔になって

「これでホッとしたわ～」と話されます。大変な書類作成も、地域のためにと皆さん頑張っておられます。本

当にお疲れ様でした。気づけば、田んぼには水が張られ田植えが始まっています。これから草刈り作業も本番

を迎えます。皆さん怪我の無いようこの一年も頑張ってください。（協議会 Ｆ） 

御幡を守る会（出雲市） 

「農村ふるさと通信」はこちらから 全国の活動組織の事例はこちらから 

草刈りなどの作業は安全第一 
 


